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授業概要 

授業のタイトル（科目名） 

生活支援技術 

(生活支援技術Ⅰ) 

授業の種類 

 

面接授業 (講義・演習・実習) 

授業担当者 

伊藤知加 

 

授業の回数 

 

時間数（単位数） 

２４時間 

配当学年・時期 

２年次 

必修・選択 

必修 

〔授業の目的・ねらい〕 

・自立を尊重した生活を支援するための介護の役割を理解し、基礎的な介護の知識と技術を習得する 

 

〔授業全体の内容の概要〕 

・生活支援とICF       ・ボディメカニクスの活用 

・介護技術の基本(移動・移乗、食事、入浴・清潔保持、排泄、着脱、整容、口腔清潔、家事援助等) 

・環境整備、福祉用具活用等の視点 

 

〔授業修了時の達成課題（到達目標）〕 

・生活支援におけるICFの意義と枠組みを理解している。 

・ボディメカニクスを活用した介護の原則を理解し、実施できる。 

・介護技術の基本(移動・移乗、食事、入浴・清潔保持、排泄、着脱、整容、口腔清潔、家事援助等) 

 を習得している。 

・住居環境の整備、福祉用具の活用等により、利用者の環境を整備する視点・留意点を理解している 

 

〔授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法〕 

１ 生活支援とＩＣＦ                               …２時間   講義・演習 

 (1)生活支援とアセスメント  (2)ICFの視点とアセスメント 

２ ボディメカニクスを活用した介護の原則         …２時間   講義・実習 

３ 移動・移乗の介護技術の基本              …２時間   講義・実習 

４ 食事の介護技術の基本                 …２時間   講義・実習 

５ 入浴・清潔保持の介護技術の基本            …２時間   講義・実習 

６ 排泄の介護技術の基本                 …２時間   講義・実習 

７ 着脱、整容、口腔清潔の介護技術の基本         …４時間   講義・実習 

８ 家事援助の基本                    …４時間   講義・実習 

９ 住居環境の整備と福祉用具の活用            …４時間   講義・実習 

 

〔使用テキスト・参考文献〕 

 生活支援技術(実教出版) 

 

〔単位認定の方法及び基準〕 

定期考査、出席状況、態度、提出物等 

 

 


